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        ま え が き
   の
 前報に於て著者 らは空気中から耐浸透圧性を有する
ヵビ,酵 母を分離 し,そ のstrainを 推定 したが,こ
れ らを供試菌 として,糖 蔵の際に砂糖 と他の糖を併用
することによ り,糖 蔵の効果をより増大せ しめ ること
を 目的として実験 を行な ったので報告する。
 糖蔵に於 ては塩蔵の際のC1一 イナンの毒作用,細 胞
のCO2感 受性の高揚,酵 素活性の阻害作用が期待出
来ない。 そこで よりAw値(Active water)を 低下
させるために糖質量を増加させなければならないわけ
であるが,糖 質量の増加を求めることは,溶 解度に限
度があ り,ま た,微 生物 の生育を阻止するAwを 求め
ることも不可能であ る。 このため何 らかの他の手段を
併用する事によ り,そ の効果を高め る事が必要 となる。
例えば変敗原因菌の混入防止,pHの 低下,低 温保蔵,
保存料の使用などが考え られ る。
 著者 らは この目的のために単糖類,複 糖類を砂糖と
併用する事に よりその貯蔵効果を高めようと,種 々検
討を試みた。
実 験 の 部
◎供試菌 前報 で空気 中 よ り分離 した耐糖性 の カビニ
種 を使用 した。strainはAsp. glaucusとAsp. niger
と推定 され る もので あ る。
◎ 培 地
 Czapek・Dox寒 天培地 に各 々の濃 度 とな る よ うに糖
を添加 した。
Czapek-Dox培 地の組成 は次 の通 りで あ る。
NaNO3 2. O g
K2HPO4 1. Q S
FeSO4・7H20  0.01 S
寒   「F   lea
実 験 方 法
MgSO4・7H20 0.5g
KCI      O.52
蒸 溜水    14
 上 記 の培地 を シ ャー レに分 注滅菌 し,平 板 とな し斜
面培 養 の菌 を 白金 カギに て接種 し,300Cに て培養後,
2日 毎に と り出 して コ ロニーの生 育 を測定 した。 用い
た糖 はD・ グル コース,マ ル トース,D・ フ ラク トース,
D・キ シ ロース であ りシ ョ糖 と種 々の割合 に混合 して総
糖濃 度30～60%に つい て検 討 した。誌面,関 係 て高濃
度50,60°oの ものだけ を図に示 した。
結 果 及 び 考 察
*本 学食品加工研究室
 1.D・ フラク トース
 Asp. glaucus一 糖濃 度60°oの 培地 で も充分生 育がみ
られ るが,シ ョ糖 とD・ フラ ク トースの割合が1:4位
か らの生 育阻害 の効果は高 くな るが,生 育を全 くお さ
え る事は 出来 な い。
 Asp・niger‐Asp・glaucusより滲透圧 に耐 えず,
全般 に生育は低 くな ってい るが,シ ョ糖 とD・ フラク ト
ースの混合比 が1:1で 濃度60°oVな る とそ の効果は
50°°の場合 の2倍 とな る。
 2. マノレトース
 Asp. glaucus‐ 糖濃 度50°oで も40°oと 変化 な く非常
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